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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室の排水配管であって、
浴槽排水口１を設けた浴槽ＵＢと、
該浴槽ＵＢに隣接して備えられる、洗い場パン排水口２を設けた洗い場パンＰ１と、
浴槽ＵＢを載置する、浴槽パン排水口３を設けた浴槽パンＰ２と、
洗い場パンＰ１の下方に備えた、洗い場パン排水口２からの排水が流入すると共に、内部
の排水を下流側に排出する洗い場パントラップ４と、
浴槽パンＰ２の下方に設けた、浴槽パン排水口３からの排水が流入する浴槽パン排水器６
と、
を備えてなり、更に、
浴槽排水口１からの排水が流れる排水配管に、少なくとも、
浴槽排水口１から洗い場パントラップ４に連通する第一の浴槽配管ＢＰ１と、
浴槽パン排水器６から分岐し、洗い場パントラップ４の下流側の配管に設けた合流箇所に
て合流すると共に、上記浴槽パン排水器６から合流箇所までの間にバイパス用トラップ５
を備えてなる、第二の浴槽配管ＢＰ２と、
を備え、
第一の浴槽配管ＢＰ１よりも第二の浴槽配管ＢＰ２の方に浴槽ＵＢからの排水が優先的に
流入する、又は多く流入するようにしたことを構成することを特徴とする、浴室の排水配
管。
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【請求項２】
　上記浴室の排水配管において、
第二の浴槽配管ＢＰ２上に備えたバイパス用トラップ５が、管体を屈曲させて構成した管
トラップであることを特徴とする、請求項１に記載の浴室の排水配管。
【請求項３】
　上記浴室の排水配管において、
第一の浴槽配管ＢＰ１上の少なくとも一箇所、及び第二の浴槽配管ＢＰ２上の少なくとも
一箇所を、可撓管にて構成したことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の浴室の
排水配管。
【請求項４】
　上記浴室の排水配管において、
浴槽パン排水器６の、第一の浴槽配管ＢＰ１及び第二の浴槽配管ＢＰ２の流入位置に高低
差を設け、
第二の浴槽配管ＢＰ２に、第一の浴槽配管ＢＰ１よりも高い位置の排水が流入するように
構成したことを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の浴室の排水配
管。
【請求項５】
　上記浴室の排水配管において、
浴室の表面に、第二の浴槽配管ＢＰ２に連通する清掃口７を設けてなることを特徴とする
、請求項１乃至請求項４のいずれか一つに記載の浴室の排水配管。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室の排水配管に関し、更に詳しくは、特に浴槽からの排水性能を向上させ
ると共に、清掃性を向上させる浴室の排水配管に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、浴槽など排水が大量に発生する浴室において、生じた排水を処理するため、
浴槽や浴室の防水パンの底面等に排水口を設け、この排水口に排水器を接続することで、
排水を、排水口から下水側に排出する方法が知られている。一例として、図４に特許文献
１に記載の浴室の排水配管を示す。
【０００３】
　図４に図示した従来例の浴室の排水配管は、以下に記載した槽体としての浴槽、浴槽パ
ン、洗い場パン、浴槽パン排水器、洗い場パントラップ、浴槽排水栓、フトコロ管、より
構成されてなる。尚、特許文献１においては、浴槽及び浴槽排水栓は省略されている。
浴槽は、上方に開口した直方体形状の槽体であって、底面に浴槽内部に生じた排水を排出
する浴槽排水口を備えてなる。
浴槽パンは、上記浴槽を載置する防水パンであって、底面に浴槽パン上に生じた排水を排
出する浴槽パン排水口を備えてなる。
洗い場パンは、上記浴槽パンに隣接して設けられる、浴室の使用者が身体を洗う等する際
に利用する防水パンであって、底面に洗い場パン上に生じた排水を排出する洗い場パン排
水口を備えてなる。
浴槽パン排水器は、浴槽パンの下方に備えられる排水器であって、浴槽排水口及び浴槽パ
ン排水口からの排水が流入すると共に、内部の排水を、洗い場パントラップに流入させる
。
洗い場パントラップは、洗い場パンの下方に取り付けられる排水トラップである。
排水トラップとは、下水など下流側から、臭気や害虫類が屋内など上流側に逆流すること
を防ぐ機能を備えた排水器（排水装置）であって、この下流側から臭気や害虫類が上流側
に逆流することを防ぐ機能を「トラップ機能」と呼ぶ。
本従来例の洗い場パントラップは、洗い場パン排水口からの排水が流入すると共に、配管
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を介して浴槽パン排水器からの排水が流入するように構成されてなる。特に、本従来例に
おいては、浴槽パン排水器と洗い場パントラップとを接続する排水配管（後述する「フト
コロ管」）は２本設けられ、浴槽排水器と洗い場パントラップとの間の排水性能を向上す
るように構成されてなる。
また、上記洗い場パントラップには、内部の排水を下水側に排出する排出口を備えてなる
。
浴槽排水栓は、浴槽排水口と浴槽パン排水器とを接続する配管である。
フトコロ管は、浴槽パン排水器と、洗い場パントラップとを接続する排水配管である。
【０００４】
　上記のように構成された本発明の従来例は、以下のようにして浴室に施工される。
まず、浴槽パン排水器と洗い場パントラップとを、２本のフトコロ管を介して並列に接続
する。
次に、洗い場パントラップの排出口に下水側の排水配管を接続した上で、浴槽パン排水口
に連通するようにして浴槽パン排水器を浴槽パンに、また洗い場パン排水口に連通するよ
うにして洗い場パントラップを洗い場パンに、それぞれ接続する。
最後に、浴槽を浴槽パン上に載置しつつ、浴槽排水口と浴槽パン排水器とを接続して、従
来例の排水配管の接続が完了する。
【０００５】
　上記のように構成された本従来例の浴室の排水配管において、浴槽内に排水が生じると
、排水は、浴槽排水口から、浴槽配管、防水パン排水器、フトコロ管、を介し、最終的に
洗い場パントラップの排出口から排水配管を通じて下水側に排出される。
特に本従来例では、フトコロ管は２本並列に備えられてなり、大量に排出される浴槽排水
を、浴槽パン排水器から洗い場パントラップまで効率よく迅速に排出することができる。
また、浴槽パン内に排水が生じると、排水は、浴槽パン排水口から、浴槽パン排水器、フ
トコロ管、を介し、最終的に洗い場パントラップの排出口から排水配管を通じて下水側に
排出される。
また、洗い場パン上に排水が生じると、排水は、洗い場パン排水口から、洗い場パントラ
ップを通じ、洗い場パントラップの排出口から排水配管を通じて下水側に排出される。
また、上記浴室の排水配管では、浴槽排水口、浴槽パン排水口、及び洗い場パン排水口が
、いずれも洗い場パントラップの上流に設けられている。このため、洗い場パントラップ
のトラップ機能によって、臭気や害虫類が、下水側から、浴槽排水口又は洗い場パン排水
口を介し屋内側に逆流乃至侵入することを防止することができる。
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１３２１７２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら上記従来の浴室の排水配管においては、以下のような問題点があった。
問題点１．上記従来の浴室の排水配管では、浴槽からの排水を処理する場合に、フトコロ
管を複数（２本）設けることで、フトコロ管が１本の場合よりも、浴槽パン排水器から洗
い場パントラップ間の排水は効率良く処理できるように構成されている。しかし、浴槽パ
ン排水器から洗い場パントラップ間の排水を効率良く処理できても、その下流にある浴槽
パントラップのトラップ機能部分が、排水を大量に処理できないと、結局は洗い場パント
ラップ内部に排水が大量に停滞した状態となってしまい、浴槽からの排水効率は向上しな
い。しかし、トラップ機能は、排水の流路に逆流防止弁機構を加えたり、排水の溜まり部
分を設け、排水が一部下方から上方へ向けて流れるように構成するなど、排水の流れを制
限する機構を設けることで、臭気や害虫類の下水側から屋内側への侵入を防止するように
構成されるものである。このため、個々の排水トラップの排水性能を向上させることは容
易にはできない。
このように、浴槽パン排水器から浴槽パントラップまでの排水は効率的に行うことができ
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ても、洗い場パントラップの排水性能が低いため、浴室の排水配管全体としては、浴槽の
排水の排出が効率的に行うことができない、という問題が生じる。
問題点２．　問題点１．に記載したように、浴槽から大量の排水が行われると、複数ある
フトコロ管を介して洗い場パントラップに大量の排水が流入する。その一方、洗い場パン
トラップから排出口を介しての下水側への排水の排出は、トラップ機能部分を介して行わ
れるためにスムーズに行われない場合がある。結果、洗い場パントラップ内に排水が大量
に集中し、この時浴槽内の水面が洗い場パンの底面よりも高い位置にあると、洗い場パン
トラップ内の排水が、洗い場パン排水口を介して洗い場パンに逆流を生じ、洗い場パン上
を汚してしまう、という問題が生じる。
本発明は上記問題点に鑑み発明されたものであって、浴槽配管を含む、浴室の排水配管に
おいて、浴槽からの排水を効率良く下水側に排出することができる、浴室の排水配管を提
供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の本発明は、浴室の排水配管であって、
浴槽排水口１を設けた浴槽ＵＢと、
該浴槽ＵＢに隣接して備えられる、洗い場パン排水口２を設けた洗い場パンＰ１と、
浴槽ＵＢを載置する、浴槽パン排水口３を設けた浴槽パンＰ２と、
洗い場パンＰ１の下方に備えた、洗い場パン排水口２からの排水が流入すると共に、内部
の排水を下流側に排出する洗い場パントラップ４と、
浴槽パンＰ２の下方に設けた、浴槽パン排水口３からの排水が流入する浴槽パン排水器６
と、
を備えてなり、更に、
浴槽排水口１からの排水が流れる排水配管に、少なくとも、
浴槽排水口１から洗い場パントラップ４に連通する第一の浴槽配管ＢＰ１と、
浴槽パン排水器６から分岐し、洗い場パントラップ４の下流側の配管に設けた合流箇所に
て合流すると共に、上記浴槽パン排水器６から合流箇所までの間にバイパス用トラップ５
を備えてなる、第二の浴槽配管ＢＰ２と、
を備え、
第一の浴槽配管ＢＰ１よりも第二の浴槽配管ＢＰ２の方に浴槽ＵＢからの排水が優先的に
流入する、又は多く流入するようにしたことを構成することを特徴とする、浴室の排水配
管である。
【０００９】
　請求項２に記載の本発明は、上記浴室の排水配管において、第二の浴槽配管ＢＰ２上に
備えたバイパス用トラップ５が、管体を屈曲させて構成した管トラップであることを特徴
とする、段落０００８に記載の浴室の排水配管である。
【００１０】
　請求項３に記載の本発明は、上記浴室の排水配管において、第一の浴槽配管ＢＰ１上の
少なくとも一箇所、及び第二の浴槽配管ＢＰ２上の少なくとも一箇所を、可撓管にて構成
したことを特徴とする、段落０００８又は段落０００９に記載の浴室の排水配管である。
【００１１】
　請求項４に記載の本発明は、上記浴室の排水配管において、
浴槽パン排水器６の、第一の浴槽配管ＢＰ１及び第二の浴槽配管ＢＰ２の流入位置に高低
差を設け、
第二の浴槽配管ＢＰ２に、第一の浴槽配管ＢＰ１よりも高い位置の排水が流入するように
構成したことを特徴とする、段落０００８乃至段落００１０のいずれか一つに記載の浴室
の排水配管である。

【００１２】
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　請求項５に記載の本発明は、上記浴室の排水配管において、
浴室の表面に、第二の浴槽配管ＢＰ２に連通する清掃口７を設けてなることを特徴とする
、段落０００８乃至段落００１１のいずれか一つに記載の浴室の排水配管である。
尚、ここで言う「浴室の表側」とは、「浴室の居住空間側」であり、より詳細には「浴室
において、浴室の使用者が、居住空間側から、特に浴室の機材などを破壊したりすること
なく、操作を加えることができる側」である。例えば洗い場パンの上面や浴槽の内面は「
浴室の表側」である。また、浴槽パンの上面や浴槽の外面は、浴槽側面と洗い場パン端部
との間等を覆う目隠し部材、いわゆる「エプロン部材」が、浴槽や洗い場パンから取り外
し不可能に構成されていれば、「浴室の使用者が居住空間側から操作を加えることができ
ない部分」であることから「浴室の裏側」となるが、エプロン部材が着脱自在に構成され
ている場合、エプロン部材を（破壊することなく）外すことで、「浴室の使用者が居住空
間側から操作を加えることができる側」となるため、「浴室の表側」となる。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に記載の本発明では、浴槽の下方に、浴槽からの漏水等を受ける浴槽パンを設
けると共に、この浴槽パン上に生じた排水を、浴室の排水配管に合流するように構成した
。また、浴槽パン排水器にて浴槽配管を分岐させ、分岐した浴槽配管のそれぞれに排水ト
ラップを設けて構成した。これにより、浴槽の排水性能を大幅に向上させることができる
。また、浴槽パン上に生じた排水を、浴室の排水配管を利用して下水側に排出することが
できる。また、浴槽パン排水器にて、浴槽配管を第一の浴槽配管と第二の浴槽配管とに分
岐するように構成したことにより、分岐箇所を容易に設けることができる。また、請求項
４に記載の発明を採用する場合、洗い場パン排水器内部に構成の工夫をすると容易に加工
することができる。
更に本発明では、浴槽からの排水が、第一の浴槽配管側よりも、第二の浴槽配管側に優先
的に流入する、または多くの流れ込むように構成した。これにより、洗い場パン排水口に
連通している第一の浴槽配管側には大量の排水が流れにくくなり、その分、浴槽からの排
水が、洗い場パントラップから洗い場パン排水口から逆流して洗い場パン上を汚す場合を
減少させることができる。
請求項２に記載の本発明では、バイパス用トラップを、管体を屈曲させた管トラップとし
た。これにより、浴槽からの排水を洗い場パン排水口等を経由することなく、直接下水側
に排出する第二の浴槽配管には、一般的な逆ワントラップと比べて排水性能が高い管トラ
ップを使用することができ、全体的な浴室の排水配管の排水性能を向上することができる
。
請求項３に記載の本発明では、第一の浴槽配管上の少なくとも一箇所、及び第二の浴槽配
管上の少なくとも一箇所を、可撓管にて構成した。これにより、浴室配管の施工時に、位
置決めの調整を行うことができる。
請求項４に記載の本発明では、第一の浴槽配管及び第二の浴槽配管の流入位置に高低差を
設け、第二の浴槽配管に、第一の浴槽配管よりも高い位置の排水が流入するように構成し
た。これにより、洗い場パン排水口から容易に内部を清掃できる第一の浴槽配管と異なり
、そのままでは配管内部の清掃が行い難い第二の浴槽配管側に、排水よりも比重が高く、
排水の流れによっても排出し難い塵芥が流入することを防止することができる。
請求項５に記載の本発明では、浴室の表面に、第二の浴槽配管に連通する清掃口を設けた
。これにより、第二の浴槽配管内部が汚れたり、管詰まりを生じたとしても、この清掃口
を介して第二の浴槽配管内部の清掃を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の浴室の排水配管の、平面視方向の断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】従来の浴室の排水配管の平面図である。
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【実施例】
【００１８】
　以下に、本発明の第一実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図１乃至図３に図示した第一実施例の浴室の排水配管は、以下に記載した浴槽ＵＢ、浴槽
パンＰ２、洗い場パンＰ１、浴槽排水栓１１、浴槽パン排水器６、洗い場パントラップ４
、バイパス管トラップ、排水合流管２０、フトコロ管、エプロン部材２１、及び配管用管
体等より構成されてなる。
浴槽ＵＢは、上方に開口した直方体形状の槽体であって、底面に浴槽取付口８を備えてな
る。
浴槽パンＰ２は、上記浴槽ＵＢを載置する防水パンであって、底面に浴槽パン取付口９を
備えてなる。また、浴槽パンＰ２上であって、後述する洗い場パンＰ１側に隣接する側に
、清掃口７を設けてなる。尚、この清掃口７は普段は着脱自在な蓋部材１２によって水密
的に閉塞されてなる。
洗い場パンＰ１は、上記浴槽パンＰ２に隣接して設けられる、浴室の使用者が身体を洗う
等する防水パンであって、底面に洗い場パン取付口１０を備えてなる（本実施例では、浴
槽パンＰ２と洗い場パンＰ１は一体に成型され、境界部分の立ち上がり壁２２にて浴槽パ
ンＰ２と洗い場パンＰ１とを区画してなる）。
浴槽排水栓１１は、略円筒状の管体であって、上端は浴槽取付口８に取り付けられると共
に、下端は浴槽パン排水器６に接続される。上記のように、浴槽取付口８に取り付けられ
ることで、浴槽排水栓１１の上端内部が、浴槽排水口１となる。このように構成されるこ
とから、この浴槽排水栓１１は浴槽配管の一部、詳細には浴槽配管の内、浴槽排水口１か
ら分岐部分までの浴槽配管を形成する。
浴槽パン排水器６は、上方が開放した略椀状の排水器であって、浴槽パンＰ２の下方に備
えられ、上端は浴槽パン取付口９に取り付けられる。また、上方の開口には、浴槽パンＰ
２上の排水が流入する、フロート弁１３ａを備えた浴槽パン排水口３と、浴槽排水栓１１
の下端を接続する接続筒１３ｂと、を設けたカバー部材１３を備えてなる。
また、浴槽パン排水器６の側面には、内部に流入した排水を下流側に排出するための接続
部を２つ備えてなる。この２つの接続部の内、後述する第一の浴槽配管ＢＰ１に接続され
る接続部を第一の接続部１４ｂ、同じく第二の浴槽配管ＢＰ２に接続される接続部を第二
の接続部１５ｂとする。
施工完了時、浴槽排水口１は、カバー部材１３の接続筒１３ｂ直上位置に配置される。
そして、図２に示したように、浴槽排水栓１１は、浴槽排水口１から垂下されるように配
管され、その下端が浴槽パン排水器６内部に配置される。
また、浴槽パン排水器６の内部に設けられ、第一の接続部１４ｂに連通している第一の取
水口１４ａは、平面視においては、浴槽排水栓１１からずれた位置に併置されている。ま
た、側面視においては、第一の取水口１４ａは、浴槽パン排水器６の底面に掛かる位置に
、水平方向を向いて設けられてなる。
また、浴槽パン排水器６の内部に設けられ、第二の接続部１５ｂに連通している第二の取
水口１５ａは、平面視においては、浴槽排水栓１１に対して同心円状に配置されている。
また、第二の取水口１５ａ自体も浴槽排水栓１１の下端よりも大径に構成されている。ま
た、側面視においては、第二の取水口１５ａは、第一の取水口１４ａよりも高い位置に（
同時に、浴槽パン排水器６の底面よりも高い位置に）配置されている。また、第二の取水
口１５ａは、浴槽パン排水器６の内部で、上方、即ち分岐前浴槽配管の下端を向いて設け
られてなる。
また、第二の取水口１５ａの開口面積は、第一の取水口１４ａの開口面積よりも大きくな
るように設けられてなる。
このように構成したため、浴槽配管は、この浴槽パン排水器６にて、洗い場パントラップ
４に向かって流れる第一の浴槽配管ＢＰ１と、バイパス用トラップ５に向かって流れる第
二の浴槽配管ＢＰ２とに分岐する。即ち、浴槽パン排水器６は、浴槽配管上に設けられて
なり、且つ第一の浴槽配管ＢＰ１と第二の浴槽配管ＢＰ２とを分岐する分岐箇所である。
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洗い場パントラップ４は、一般的には逆ワントラップと呼ばれる排水トラップであって、
具体的には、以下に記載したトラップ本体１６、及び防臭筒１７から構成されてなる。
トラップ本体１６は、上方に開口した有底筒状のオワン部分１６ａと、該オワン部分１６
ａの周囲を包囲するように設けた、内部にオワン部分１６ａを溢れた排水が流れる外周部
１６ｂと、該外周部１６ｂの上端に設けた洗い場パン排水口２と、を備えた部材であって
、洗い場パンＰ１の下方に備えられ、上端は洗い場パン取付口１０に取り付けられる。
またトラップ本体１６の外周部１６ｂ側面には、オワン部から溢れ、外周部１６ｂ内部を
通過した排水を下水側に排出する排出口１６ｃを備えてなり、またオワン部の下方には、
フトコロ管を介して第一の接続部１４ｂと接続される枝管部１６ｄを備えてなる。
防臭筒１７は、上端に外周方向に突出した鍔部１７ａを備えた円筒状の部材であって、施
工完了時、鍔部１７ａの端部は洗い場パン排水口２に水密的に接続され、下端はオワン部
内部に配置される（施工完了時において、防臭筒１７下端は、オワン部材の上端よりも下
方に配置される）。
バイパス用トラップ５は、管体の一部を略Ｖ字形状に屈曲させた管トラップと呼ばれる部
材であって、上流側の端部は第二の接続部１５ｂに、下流側の端部はフトコロ管に、それ
ぞれ接続される。また、略Ｖ字の下流側に、後述する清掃管１８を接続する清掃管接続部
１９を備えてなる。
フトコロ管は、軸方向には剛性を、側面方向には若干の可撓性を備えた可撓管であって、
配管施工時の若干の位置ずれを吸収して調整することができる。
合流管２０は、平面視略Ｙ字形状を成す管体であって、上流側の二つの端部（Ｙ字の上方
にある二つの端部）には、洗い場パントラップ４の排出口１６ｃ、及びバイパス用トラッ
プ５に接続されたフトコロ管がそれぞれ接続される。また、下流側の一つの端部には、下
水側の床下配管が接続される。
このように構成したため、第一の浴槽配管ＢＰ１と第二の浴槽配管ＢＰ２とは、この合流
管２０にて合流する。即ち、合流管２０は、第一の浴槽配管ＢＰ１と第二の浴槽配管ＢＰ
２とを合流させる合流箇所である。
清掃管１８は清掃口７から清掃口７接続管の間を接続するホース管であって、可撓性を備
えてなる。
エプロン部材２１は、浴槽ＵＢの洗い場側側面に着脱自在に配置され、浴槽ＵＢの外側面
や浴槽パンＰ２の上面を覆い隠す板状の部材であって、上端は浴槽ＵＢの上端に、下端は
浴槽パンＰ２と洗い場パンＰ１の境界部分に、側面は浴室の内側面に、それぞれ当接する
ように配置される。
上記各部材は、フトコロ管、清掃管１８、及び水密性を確保するためのパッキングなどを
除き、硬質樹脂にて構成されてなる。
【００１９】
　以上のように構成した本発明の浴室の排水配管は、以下のようにして槽体である浴槽Ｕ
Ｂに施工・取り付けされる。尚詳述はしないが、部材同士の接続箇所において、水密性が
必要とされる部分にはパッキングを介しての接続又は接着剤による接着等により、水密的
な接続・固定が行われる。
施工の際、施工現場において、浴槽パンＰ２と浴室パンを接続した上で、これを底面とし
て浴室の側壁及び天面が事前に組み立てられてなるものとする。
本発明を用いた浴室の排水配管を施工する場合、まず、浴槽パン排水器６の、第一の接続
部１４ｂにフトコロ管の一端を接続し、更に該フトコロ管の他端に洗い場パントラップ４
のトラップ本体１６の枝管部１６ｄを接続する（以下、この第一の接続部１４ｂに接続さ
れたフトコロ管を「第一のフトコロ管１４ｃ」と呼ぶ）。
また、浴槽パン排水器６の、第二の接続部１５ｂにバイパス用トラップ５の上流側端部を
接続し、更に該バイパス用トラップ５の下流側端部にフトコロ管を接続する（以下、この
バイパス用トラップ５に接続されたフトコロ管を「第二のフトコロ管１５ｃ」と呼ぶ）。
次に、合流管２０の、２つある上流側端部の一方の端部に管体を介してトラップ本体１６
の排出口１６ｃを、他方の端部に第二のフトコロ管１５ｃの下流側端部を、それぞれ接続
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する。
この状態より、合流管２０の下流側端部を下水側の配管に接続した上で、浴槽パン排水器
６の上端を浴槽パンＰ２の浴槽パン取付口９に、洗い場パントラップ４の上端を浴槽パン
Ｐ２の浴槽パン取付口９に、それぞれ水密的に取付固定する。この時、洗い場パン取付口
１０及び浴槽パン取付口９に対して、洗い場パン排水口２及び浴槽パン排水口３に若干の
位置ずれが生じていても、洗い場排水口を備えた洗い場パントラップ４と、浴槽パン排水
口３を備えた浴槽パン排水器６の間は、可撓性を備えた第一のフトコロ管１４ｃ及び第二
のフトコロ管１５ｃで接続されているため、フトコロ管の可撓性を利用して位置ずれを吸
収することができ、施工を容易且つ良好に行うことができる。
また、浴槽パン排水器６の開口にカバー部材１３を取り付ける。これによって、浴槽パン
Ｐ２の底面に浴槽パン排水口３が、また洗い場パンＰ１の底面に洗い場パン排水口２が、
それぞれ設けられる。
更に、清掃口７と清掃管接続部１９とを、清掃管１８を介して接続し、清掃口７を蓋部材
１２によって閉塞する。
次いで、浴槽取付口８に浴槽排水栓１１を取付固定した上で、浴槽ＵＢを浴槽パンＰ２上
に載置する。この時、浴槽排水栓１１の下端が、カバー部材１３の接続筒１３ｂに接続さ
れるようにしつつ載置する。また、当然ながら、浴槽ＵＢが清掃口７の直上に配置され、
清掃口７への作業が行えなくなるような事がないように注意する。
最後に、トラップ本体１６に防臭筒１７を接続し、浴槽ＵＢ側面にエプロン部材２１を配
置して、本発明を採用した浴室の排水配管の施工が完了する。
【００２０】
　上記のように取り付けられた本発明の浴室の排水配管は、以下のようにして、浴室内に
生じた排水を下水側に排出することができる。
（１）．浴槽ＵＢからの排水について　浴槽ＵＢ内に排水が生じた場合、浴槽ＵＢ内の排
水は、次の第一の浴槽配管ＢＰ１、または第二の浴槽配管ＢＰ２、のいずれかの浴槽ＵＢ
配管の流路を通過し、下水側に排出される。
第一の浴槽配管ＢＰ１：浴槽排水口１から、浴槽排水栓１１、浴槽パン排水器６内部を通
過し、浴槽パン排水器６内部で第一の取水口１４ａに分岐して、第一の取水口１４ａから
、第一の接続部１４ｂ、第一のフトコロ管１４ｃ、枝管部１６ｄ、オワン部、外周部１６
ｂ内部、排出口１６ｃ、を通過し、合流管２０にて第二の浴槽配管ＢＰ２と合流し、下水
側に排出される。
第二の浴槽配管ＢＰ２：浴槽排水口１から、浴槽排水栓１１、浴槽パン排水器６内部を通
過し、浴槽パン排水器６内部で第二の取水口１５ａに分岐して、第二の取水口１５ａから
、第二の接続部１５ｂ、バイパス用トラップ５、第二のフトコロ管１５ｃ、を通過し、合
流管２０にて第一の浴槽配管ＢＰ１と合流し、下水側に排出される。
尚、浴槽パン排水口３にはフロート弁１３ａが組み込まれてなり、浴槽パン排水器６内部
が満水状体になっても、このフロート弁１３ａの作用により、排水が浴槽パンＰ２上に逆
流することは無い。
（２）．浴槽パンＰ２からの排水について　浴室パン上に排水が生じた場合、浴槽パンＰ
２上の排水は、次の第一の浴槽配管ＢＰ１、または第二の浴槽配管ＢＰ２、のいずれかの
浴槽配管の流路を通過し、下水側に排出される。
第一の浴槽配管ＢＰ１：浴槽パン排水口３から、浴槽パン排水器６内部を通過し、浴槽パ
ン排水器６内部で第一の取水口１４ａに分岐して、第一の取水口１４ａから、第一の接続
部１４ｂ、第一のフトコロ管１４ｃ、枝管部１６ｄ、オワン部、外周部１６ｂ内部、排出
口１６ｃ、を通過し、合流管２０にて第二の浴槽配管ＢＰ２と合流し、下水側に排出され
る。
第二の浴槽配管ＢＰ２：浴槽パン排水口３から、浴槽パン排水器６内部を通過し、浴槽パ
ン排水器６内部で第二の取水口１５ａに分岐して、第二の取水口１５ａから、第二の接続
部１５ｂ、バイパス用トラップ５、第二のフトコロ管１５ｃ、を通過し、合流管２０にて
第一の浴槽配管ＢＰ１と合流し、下水側に排出される。
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（３）．洗い場パンＰ１からの排水について　洗い場パンＰ１上に排水が生じた場合、洗
い場パンＰ１上の排水は、洗い場パン排水口２から、防臭筒１７、枝管部１６ｄ、オワン
部、外周部１６ｂ内部、排出口１６ｃ、を通過し、合流管２０から下水側に排出される。
上記（１）．又は（２）．に記載した排水の際には、排水の流路を、トラップも含め複数
設けたため、単純に従来例と比較すると、トラップ部分での排水の排出速度が倍増し、そ
の分排水の排出がスムーズに行うことができるようになった、という効果を奏する。
また、分岐した浴槽配管の内、洗い場パントラップ４に連通している配管は、上記実施例
では第一の浴槽配管ＢＰ１、第二の浴槽配管ＢＰ２、の二つある流路の内の、第一の浴槽
配管ＢＰ１の一つだけの為、第二の浴槽配管ＢＰ２に流れ込んだ排水は洗い場パン排水口
２に逆流しないので、洗い場パン排水口２への排水の逆流は生じ難くなった、という効果
を奏する。
【００２１】
　上記（１）．乃至（３）．に記載した排水の際に、浴槽ＵＢ内、浴槽パンＰ２上、又は
洗い場パンＰ１上に排水が生じると、第一の浴槽配管ＢＰ１を通過する排水は、洗い場パ
ン排水口２から防臭筒１７を介して、又は浴槽排水口１／浴槽パン排水口３から枝管部１
６ｄを介して、洗い場パントラップ４のオワン部内に流入し、オワン部上端にまで達する
。この時、枝管部１６ｄ側では、枝管部１６ｄと第一のフトコロ管１４ｃを通じて、浴槽
パン排水器６内を、オワン部上端の高さ位置まで排水が溜まる（浴槽パン排水器６から洗
い場パントラップ４側に排水が流れるか、あるいは洗い場パントラップ４から浴槽パン排
水器６側に排水が流れるかは、いずれの排水口から排水が流入するかによる）。
このようにして、オワン部の内側であって防臭筒１７の内周面から外周面に至る流路、ま
たは第一の流入口からオワン部の上端までに至る流路が、排水により満水状体となる。こ
の満水部分によって、臭気や害虫類が下水側の配管から、満水部分よりも上流側に逆流す
ることを防止している。
また、上記（１）．又は（２）．に記載した排水の際に、浴槽ＵＢ内、又は浴槽パンＰ２
上に排水が生じると、第二の浴槽配管ＢＰ２を通過する排水は、浴槽排水口１／浴槽パン
排水口３から第二の流入口を介して、バイパス用トラップ５内に流入し、第二フトコロ管
、合流管２０をを介して下水側に排出される。この時、図２に示したバイパス用トラップ
５の、略Ｖ字形状に屈曲された部分の一部が、排水により満水状体となる。この満水部分
によって、臭気や害虫類が下水側の配管から、満水部分よりも上流側に逆流することを防
止している。
このように、第一の浴槽配管ＢＰ１、また第二の浴槽配管ＢＰ２において、浴槽配管の流
路上に排水により満水となる部分が生じ、この満水部分によって臭気や害虫類の逆流を防
止する部分が形成される。この、臭気や害虫類の逆流を防止する部分を封水と呼び、この
封水を形成する部分を封水部２３と呼ぶ。
本実施例では、第一の浴槽配管ＢＰ１、第二の浴槽配管ＢＰ２のそれぞれに封水部２３が
形成され、封水が溜まるため、下水側から屋内側に臭気や害虫類が侵入することが防止さ
れる。
【００２２】
　上記本実施例において、浴槽ＵＢ内に排水が生じ、排水を行う場合、浴槽ＵＢからの排
水は浴槽排水栓１１を通じて浴槽パンＰ２内に排出される。この時、浴槽排水栓１１に対
して、第二の取水口１５ａは浴槽排水栓１１の直下位置に、浴槽排水栓１１を向いて構成
されているため、浴槽排水栓１１からずれた位置で、浴槽排水栓１１に対して９０度曲が
った方向を向いている第一の取水口１４ａよりも優先的に排水が流れ込む。また取水口自
体も第二の取水口１５ａの方が、第一の取水口１４ａよりも開口面積が大きくなるように
設けられてなる。このため、浴槽ＵＢ排水時においては、第一の浴槽配管ＢＰ１よりも第
二の浴槽配管ＢＰ２の方に大量に浴槽ＵＢからの排水が流入するように構成されてなる、
と言える（排水時に浴槽パン排水器６内部が満水状態になっても、第二の取水口１５ａの
方が、第一の取水口１４ａよりも開口面積が大きくなるように設けられてなるため、第二
の取水口１５ａに流れ込む排水の方が量が多くなる）。
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ここで、洗い場パントラップ４と、バイパス用トラップ５の、浴槽ＵＢ排水の際の排水性
能について以下に比較する。浴槽ＵＢ排水は大量の排水が一気に排出されるため、洗い場
パントラップ４またバイパス用トラップ５の流路は、排水の開始直後及び終了直前を除き
、浴槽ＵＢからの排水中はほぼ常時満水状体なる。このような場合において、排水性能を
決める要素としては、次の（ａ）．、（ｂ）．が上げられる。
（ａ）．排水が通過する排水流路の開口面積がどれほど大きいか。
（ｂ）．排水が通過する部分において排水の流れが乱される事無くスムーズに流れるか。
（ａ）．の、排水が通過する排水流路の開口面積の大小について、洗い場パントラップ４
とバイパス用トラップ５を比較すると、洗い場パントラップ４においては、枝管部１６ｄ
、防臭筒１７、排出口１６ｃなど、全ての排水が必ず通過しなければならない流路部分（
枝管部１６ｄと防臭筒１７については、いずれか一方を必ず通過しなければならない）の
開口面積が、バイパス用トラップ５の流路の開口面積と殆ど同じ程度しか無いように形成
されてなる。この流路の面積の小さい部分がボトルネックとなるため、洗い場パントラッ
プ４の排水流路の他の部分の面積に、バイパス用トラップ５の流路の面積より圧倒的に大
きな部分があったとしても、実質上バイパス用トラップ５と同じ程度の排水流路の開口面
積しか備えていないこととなる。このため、排水流路の開口面積については、洗い場パン
トラップ４と、バイパス用トラップ５のいずれか一方の排水トラップに優位が生じること
は無いと言える。
（ｂ）．の排水の流れが乱される事無くスムーズに流れるかについて、洗い場パントラッ
プ４とバイパス用トラップ５を比較すると、洗い場パントラップ４においては、例えば図
１の矢印Ｒにて示した部分では、排水は排出口１６ｃとはほぼ逆方向に向かって流れてい
ることになる。排水の流れの中で、必ず通過しなければならない排出口１６ｃとはほぼ逆
方向に向かう排水の流れが有ることから、排水において無駄な流れが生じていることは明
らかである。他にも、枝管部１６ｄや防臭筒１７の端部からオワン部内に排水が流れ込ん
だ時点で排水は拡がるように拡散して乱流を生じ、再度排出口１６ｃで集合する際にも流
れに乱れが生じる。このように、洗い場パントラップ４の内部では、排水の流れには明か
な乱れが生じる。
一方、バイパス用トラップ５は、管体を屈曲させた管トラップであり、平面視では一直線
状に排水は流れ、また排水が拡がるように拡散して流れる部分も存在しないため、平面視
においてはバイパス用トラップ５の方が極めてスムーズに排水が流れる、と言うことがで
きる。側面視において考えると、バイパス用トラップ５は、上下方向に折れ曲がりを生じ
るものの、この排水の上下方向の折れ曲がる流れは、洗い場パントラップ４、バイパス用
トラップ５とも生じており、洗い場パントラップ４では上下方向には１８０度の折り返し
であるのに対し、バイパス用トラップ５では、図２に示したように、折り返し角度は１２
０度程度であって、この点でもバイパス用トラップ５の方が乱流が生じにくい構成である
と言える（バイパス用トラップ５には、清掃管１８の配管が備えられ、この部分において
は乱流が生じる可能性があるが、この清掃管１８は排水用の配管ではなく、一端が閉塞さ
れて排水の流れが生じないように構成されているため、排水の流れについては大きな影響
は生じない）。
従って、排水の流れが乱される事無くスムーズに流れるかどうか、という点においては、
バイパス用トラップ５の方が、洗い場パントラップ４よりもスムーズに排水できる、と言
うことができる。
よって、乱流が起こりにくい分、バイパス用トラップ５の排水性能の方が、洗い場パント
ラップ４の排水性能よりも高いと言うことができる。
前述のように、浴槽ＵＢ排水時においては、第一の取水口１４ａよりも第二の取水口１５
ａの方に大量の排水が流れるように構成されてなり、この第二の取水口１５ａに連通され
てなる第二の浴槽配管ＢＰ２の方が、排水性能が高い事から、「排水性能の高い第二の浴
槽配管ＢＰ２に大量の浴槽排水が流れ、排水性能の低い第一の浴槽配管ＢＰ１に少量の浴
槽排水が流れる、全体として効率良く排水を処理できる浴室の排水配管」という効果を奏
する。
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【００２３】
　また、排水は浴室の使用者が身体を洗うなどした後の汚染水であるため、その中には毛
髪や砂粒など塵芥が混入している。これらの塵芥によって配管内部に管詰まりが生じる場
合がある。しかしながら、以下のように操作することで、この管詰まりなどを解消するこ
とができる。
第一の浴槽配管ＢＰ１上に管詰まりが生じた場合、洗い場パン排水口２から防臭筒１７を
取り外し、洗い場パン排水口２から枝管部１６ｄや排出口１６ｃを介して清掃の為の高圧
洗浄用ホースを挿通し、管詰まりを押し流して管詰まりを解消することができる。
第二の浴槽配管ＢＰ２上に管詰まりが生じた場合、まずエプロン部材２１を取り外し、浴
槽パンＰ２上の清掃口７と、該清掃口７を閉塞する蓋部材１２を、洗い場パンＰ１に対し
て露出させる。次に蓋部材１２を取り外し、清掃口７から清掃管１８を介して清掃の為の
高圧洗浄用ホースを挿通し、管詰まりを押し流して管詰まりを解消することができる。尚
、本実施例の場合、浴槽パンＰ２上の清掃口７は、エプロン部材２１を外すことで、「浴
室の使用者が居住空間である洗い場パンＰ１上から操作を加えることができる部分」に設
けられてなるため、浴槽パンＰ２上の清掃口７は、浴室の表側に設けられてなる、と言う
ことができる。
【００２４】
　清掃の容易さについて検討すると、第一の浴槽配管ＢＰ１を清掃する場合、上記のよう
に小さな防臭筒１７を取り出すことで清掃を実施することが可能になる上に、洗い場パン
トラップ４内に直接清掃作業者の手を入れることが可能である。一方、第二の浴槽配管Ｂ
Ｐ２を清掃する場合、大きなエプロン部材２１を取り外す必要がある上、清掃口７から直
接清掃作業者の手を入れることも不可能であり、第一の浴槽配管ＢＰ１の清掃の方が、第
二の浴槽配管ＢＰ２の清掃よりも明らかに容易である。この点を考慮して、本実施例では
、分岐部分である浴槽パン排水器６内部において、第一の浴槽配管ＢＰ１と第二の浴槽配
管ＢＰ２の流入位置に高低差を設け、第二の浴槽配管ＢＰ２に、第一の浴槽配管ＢＰ１よ
りも高い位置の排水が流入するように構成してなる。上記構成がもたらす効果について、
以下に説明する。
管詰まりの原因となる排水中の塵芥の内、特に管詰まりの原因になりやすい塵芥は、比重
が１以上の塵芥である。なぜならば、比重が１よりも小さい塵芥は、排水の流れに沿って
、排水中を浮かび、必要であれば上下動しつつ下流側に排出されるのに対し、比重が１よ
りも大きい塵芥は、封水部２３など排水の流れが上昇に向かう部分においては、排水の流
れに沿って上昇することが困難であり、この排水の流れが上昇する部分に堆積して管詰ま
りを生じる為である。
本実施例では、浴槽ＵＢ内、及び浴槽パンＰ２上からの排水を行う際に、比重が１よりも
大きい塵芥は、当然ながら、浴槽パン排水器６の底に溜まった上で、下流側に向かって流
れる場合が多い。このため、比重が１以上の塵芥を含んだ排水は、浴槽パン排水器６の底
面に掛かる位置に設けられた、第一の取水口１４ａに優先的に流れ込み、洗い場パントラ
ップ４を通過して下水側に排出される。第一の取水口１４ａからオワン部までの排水の流
れはほぼ水平方向に向かう流れであり、比重が１以上の塵芥でも容易に流れてゆくことが
できる。オワン部に到達した、比重が１以上の塵芥は、オワン部内を上昇することが困難
であり、オワン部内に堆積することとなるが、このオワン部内に対しては、浴室の清掃者
が直接手を入れて清掃することが容易であり、堆積した塵芥の除去を含む、清掃作業が極
めて容易に行うことができる。
一方、比重が１よりも軽い塵芥を含んだ排水は、第一の取水口１４ａ及び浴槽パン排水器
６の底面よりも高い位置に設けられた、第二の取水口１５ａに優先的に流れ込み、バイパ
ス用トラップ５を通過して下水側に排出される。段落００２２に記載したように、バイパ
ス用トラップ５の排水の流れは極めてスムーズなため、排水中の比重が１よりも軽い塵芥
は、排水の勢いに押し流され、配管内に堆積や付着などを生じることがなく、当然管詰ま
りを生じることも無い。浴槽排水口１の直下に第二の取水口１５ａを配置しているため、
浴槽ＵＢ内に生じた、比重が１以上の塵芥は、第二の取水口１５ａからそのままバイパス
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」自体がほとんど無く、当然塵芥の量それ自体も少ないこと、また、バイパス用トラップ
５の排水の流れは極めてスムーズなため、排水中の比重が１以上の塵芥であっても、排水
の勢いに押し流される場合も多く、第二の浴槽配管ＢＰ２においては管詰まりは生じ難い
。
【００２５】
　本発明の実施例は以上のようであるが本発明は上記実施例に限定される物ではなく、主
旨を変更しない範囲において自由に変更が可能である。
例えば、上記実施例では、浴槽配管を、第一の浴槽配管ＢＰ１及び第二の浴槽配管ＢＰ２
の２つに分岐した浴槽配管より構成してなるが、本発明はこれに限定される物ではなく、
例えば、第二の浴槽配管ＢＰ２と同じ構成の浴槽配管を更に浴室の排水配管に追加し、分
岐箇所にて３つに分岐する浴槽配管を備えた、浴室の排水配管として構成しても構わない
。
また、上記実施例においては、バイパス用トラップ５の略Ｖ字の下流側に清掃管接続部１
９を備えてなるが、本発明は上記実施例に限定されることなく、略Ｖ字の上流側と下流側
の両方に清掃管接続部１９を設け、これに対応する清掃口７、清掃管１８も複数設けて、
バイパス用トラップ５の略Ｖ字の両端からそれぞれ清掃を行うように構成しても構わない
。
【符号の説明】
【００２６】
１　　　浴槽排水口　　　　　　２　　　洗い場パン排水口
３　　　浴槽パン排水口　　　　４　　　洗い場パントラップ
５　　　バイパス用トラップ　　６　　　浴槽パン排水器
７　　　清掃口　　　　　　　　８　　　浴槽取付口
９　　　浴槽パン取付口　　　　１０　　洗い場パン取付口
１１　　浴槽排水栓　　　　　　１２　　蓋部材
１３　　カバー部材　　　　　　１３ａ　フロート弁
１３ｂ　接続筒　　　　　　　　１４ａ　第一の取水口
１４ｂ　第一の接続部　　　　　１４ｃ　第一のフトコロ管
１５ａ　第二の取水口　　　　　１５ｂ　第二の接続部
１５ｃ　第二のフトコロ管　　　１６　　トラップ本体
１６ａ　オワン部分　　　　　　１６ｂ　外周部
１６ｃ　排出口　　　　　　　　１６ｄ　枝管部
１７　　防臭筒　　　　　　　　１７ａ　鍔部
１８　　清掃管　　　　　　　　１９　　清掃管接続部
２０　　合流管　　　　　　　　２１　　エプロン部材
２２　　立ち上がり壁　　　　　２３　　封水部
ＵＢ　　　浴槽　　　　　　　　ＢＰ１　第一の浴槽配管
ＢＰ２　第二の浴槽配管　　　　Ｐ１　　洗い場パン
Ｐ２　　浴槽パン
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